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★ＪＡ埼玉ひびきのSDGｓ取組決議
　ＪＡ埼玉ひびきのは、令和３年３月の理事会で「持続
可能な食料の生産と地域農業の振興、農を中心とした豊
かな地域づくり」に向けて独自のSDGｓ取組決議を行
いました。
　今後もＪＡグループ組織を通じて積極的な働きかけを
行ってまいります。
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「笑味（えみ）ちゃん」
ＪＡグループでは、国産農畜産物の使用・購入
を推進する「みんなのよい食プロジェクト」に
取り組んでいます。

　美里町木部にお住まいの橋場司さんは20歳の時に農業を営む実
家を継ぐ形で就農しました。現在は父親から受け継いだハウスで
のきゅうりと昨年から始めたブロッコリーを20aずつ栽培していま
す。橋場さん曰く、農業の良いところは自由が利く点です。繁忙期
もありますが、仕事の段取りは自分で管理できるため、好きなこと
に使える時間を作りやすいそうです。２児の父親でもある橋場さん
は、そんな時間を主に子どもたちと遊ぶことに使っています。
　また、その年の天候や、土の状態によって野菜の様子が一変する
ところが農業の難しさである一方で、「そこが農業の奥深さであり、
毎年違った顔をみせる野菜と向き合うことが醍醐味だと思います」
と橋場さんは言います。
　今後の目標について伺うと「100歳まで農業を続けていきたいと
いうのが目標で
す。そのために
野菜作りの土台
になる、土づく
りをはじめとし
た栽培技術をこ
れからも磨いて
いきたいです」
とお話ししてく
ださいました。

取材をさせていただいた３月は
春きゅうりの収穫に追われていました

～野菜と向き合うことが農業の醍醐味～

美里町木部　　橋
は し

場
ば

　司
つかさ

さん（31）
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♦第７回女性部まつりが開催されました♦

児玉地区女性部による大正琴の演奏

本庄地区女性部によるハンドベルパフォーマンス

防災講習会の様子

上里地区女性部による上里音頭

神川地区女性部によるレインボー体操

塚越八重子さんによる体験発表の様子

　３月25日、JA本店「ひびきのホール」にて「第７回女性部まつり」
が開催されました。
　「女性部まつり」は埼玉ひびきの連合女性部の主催で実施されたもの
で、コロナ禍以降、実に６年ぶりの開催となります。
　イベントではバザーにワークショップ、作品展示会、地区ごとの女
性部の皆さんによるハンドベルや大正琴などのステージ発表に、防災

をテーマにした防災講習会、女性部
活動体験発表などたくさんの催しが行われました。さらに、お昼には来場
者に対しておにぎりや豚汁の配布が行われました。
　女性部の皆さんが日頃の活動の成果を様々な形で披露した今回のイベン
トは見学に訪れた多くの人々で賑わいました。
　また、当日には支援を必要とする方々に食料品を寄付するためのフード
バンクも実施され、計212点の食料品が寄付されました。

ス テ ー ジ 発 表



4

　2月18日、埼玉ひびきの年金・共済友の会が埼玉県加須
市「むさしの村」にて会員の集いを開催し、友の会会員
97名が参加しました。
　会員の皆さんは午前中にいちごの摘み取り体験に参加。午後はお昼の釜

飯を食べながら演歌歌手の
角川博さんらによる歌謡
ショーを楽しみました。歌
謡ショーの後には、JAの
岩田義雪専務から角川博さ
んへ埼玉県産のブランドい
ちご「あまりん」が贈呈さ
れました。

　３月５日、ＪＡ本店「ひびきのホール」にて秋冬ブロッコリーの品質検討会が開催されました。
同会はクレームが頻発するシーズンの終盤のブロッコリーの品質を、改めて目合わせすることで
改善することを目的とした同協議会独自の取り組みで、春ブロッコリーに続き２度目の開催とな
ります。
　当日は管内各地区のブロッコリー生産者32名と、全農とＪＡ販売担当者、市場関係者らが参加しました。
　生産者らは全農と市場関係者から今シーズンの出荷情勢と実際にクレームとして上がった品物の事例の説明を
受けた後に、本庄、上里、南部（美里、児玉、神川）の３地区から持ち寄られたブロッコリーを参考に目合わせ
が行われました。
　同協議会の会長を務める五十嵐雅樹組合長は「産地のブランドを守るためにも、出荷物の質が落ちやすいこの
時期に目合わせを行うことには大きな意義がある」とお話ししました。

秋冬ブロッコリーの品質検討会を開催しました

左から　井上健治年金友の会会長
　　　　角川博さん　岩田専務

素敵なショーを楽しみました

年金・共済友の会　会員の集い　　年金・共済友の会　会員の集い　　
埼玉ひびきの埼玉ひびきの

（むさしの村）

（埼玉ひびきのブロッコリー一元出荷協議会）
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: : : : : : : : 

: : : : : : : : 

本庄地区（２月16日）

児玉地区（２月13日）

上里地区（２月９日） 上里地区（２月10日）

美里地区（２月12日） 神川地区（２月13日）

意見質問① 　役員候補者推薦・選任内規の第５条２項において、常勤役員の年齢制限が記載されているが、「～ことと
することができる」との記載がある。他の文章では「～こととする」との記載があるが、その違いは何か。

回　答
　常勤役員の任期に関する記載として、本来「２期６年」までとされていますが、２期目を終えても60歳
未満の場合は「３期９年」まで延長可能であるという意味です。分かりにくい文章ではありますが、県内Ｊ
Ａでも同様の文章が用いられています。

意見質問② 　農協法で総代定数を500名未満にできない事は理解できるが、美里町では議員数を50％削減したりして
いる。総代の受け手もいないので、もっと削減できるよう上部組織に働きかけていただきたい。

回　答 　他地区でも同様の意見をいただいています。農協法で定められているため、すぐ変更することは難しいです
が、ＪＡとしても各地域からこのような意見をいただいていることを、継続して上部組織に伝えてまいります。

意見質問③ 　女性理事が３名増えて５名になるとされているが、理事の総数が26名から29名に増えるという認識で良
いか。また、ＪＡは赤字とされているが、増えた理事３人分の役員報酬は支払えるのか。

回　答 　女性理事が３名増えることにより理事の総数も３名増えるという認識で間違いありません。役員報酬は総
代会資料に総額の記載がありますが、理事が３名増えてもその予算の範囲内で支給いたします。

説明会における組合員からの意見・質問

各 地 区 の 開 催 状 況

地　区 開催日時 開催場所 参加者 対象者

本　庄 ２/16㈪17時30分～ ひびきのホール   96 182

上　里
七本木・神保原 ２/ ９ ㈪18時00分～ 上里営農   50   88

長　幡・賀　美 ２/10㈫18時00分～ 上里営農   39   80

美　里 ２/12㈭17時30分～ 美里支店   84 163

児　玉 ２/13㈮18時00分～ 児玉支店   78 146

神　川 ２/13㈮17時30分～ 神川支店   59 144

合　　　計 406 803



憩いの
　   広場

JA埼玉ひびきの
LINE公式アカウント

直売所情報は
 こちらから
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～新鮮かつ栄養も豊富～ きゅうり
　４月から６月にかけてはきゅうりが旬の季節です。
児玉郡市では特に本庄市が全国でも屈指の生産量を
誇ります。ほとんどがハウスを使用した施設栽培で
朝一番に収穫したものをその日のうちに市場に送る
「朝採りきゅうり」が有名です。
　水分が豊富な一方で栄養がないと思われがちです
が、実際はカリウム、ビタミンC、食物繊維などを
多く含むため、むくみの解消や血圧の安定、肌をき
れいに保つ美容効果も期待できます。
　塩や味噌をつけた生食や、浅漬けなどでお手軽に
食べられるのもきゅうりの良いところですね。ＪＡ
直売所では生産者がその日に収穫した鮮度抜群の
きゅうりをご用意しております。この機会にぜひご
賞味ください。

　本庄市小和瀬にお住まいの針谷さんのご趣味はフライング
ディスク。脚に障害をお持ちの針谷さんは４年前に本庄市身
体障害者福祉会のイベントでこの競技と出会いました。ディ
スクが的の中に入った時の喜びに魅入られて、月２回行われ
る福祉会主催の練習の他、知り合いからもらった的とディス
クを使ってご自宅でも練習に励むようになりました。そん
な努力の甲斐あって2025年10月に滋賀県で開催された「第
24回全国障害者スポーツ大会」で年齢別の埼玉県代表に選
ばれた針谷さんは、ディスクが的に入った回数を競う「アキュ
ラシー」と飛距離を競う「ディスタンス」の２部門で見事銅
メダルを獲得しました。
　２度目の全国大会出場を目標に、まずは５月に開催される
県の大会に向けて再び練習に取り組むという針谷さん。フラ
イングディスクの魅力について伺うと「年齢性別問わず誰で
も挑戦できるし、ディスクさえあればどこでも練習ができま
す。全国大会に出たことは一生の思い出、新しい挑戦をして
本当に良かったと思っています」とお話ししてくださいまし
た。

針
は り

谷
が や

喜
き

代
よ

美
み

さん（75）

　「憩いの広場」では管内の
組合員さんがお持ちの趣味に
ついてご紹介します。�

ディスクとメダルを掲げる針谷さん

見事な一投を見せていただきました
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　２月には各地区の直売所でいちご祭りが開催されました。人気の「あまりん」と新品種の「べにたま」
ら埼玉県産のオリジナルブランドいちごから「やよいひめ」、「ゆうべに」など豊富な種類のいちごが用
意されたお祭りは開店前から来店者が列を成すなど大盛況となりました。
　また、３月にはこだま館直売所が第２弾のいちご祭りを、アグリパーク上里直売所がいちご・トマト祭りを、
美里万葉の里直売所がトマト祭りをそれぞれ開催。３月７日・８日に23周年の大感謝祭を開催したあおぞら館
直売所では来店者にもちつき大会でついたおもちと「つみっこ」が振舞われました。

アグリパーク上里（２月７日） あおぞら館（２月21日）

こだま館（２月14日） かみかわ館（２月22日） 美里万葉の里（２月28日）

も
ち
つ
き
大
会
の
様
子

あたたかい「つみっこ」も
大好評でした

アグリパーク上里（３月14日）

美里万葉の里（３月21日）

各
地
区
で
の

い
ち
ご
祭
り
の
様
子

ト
マ
ト
祭
り
の
様
子

あ
お
ぞ
ら
館
で
の
大
感
謝
祭
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１
月
29
日
、
本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
「
児
玉
地
域
い
ち
ご
（
あ
ま
り
ん
）
食
味
研
修
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
の
ブ
ラ
ン
ド
い
ち
ご
「
あ
ま
り
ん
」
の
食
味
に
、
生
産
者
ご
と
の
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
と
い
う
課
題

の
解
消
に
向
け
て
行
わ
れ
た
取
り
組
み
で
、
児
玉
郡
市
と
深
谷
市
な
ど
の
近
隣
地
域
で
あ
ま
り
ん
を
栽
培
す

る
生
産
者
32
名
が
出
品
し
た
あ
ま
り
ん
を
食
べ
比

べ
、
出
来
栄
え
を
競
う
と
と
も
に
品
質
の
維
持
と

向
上
に
向
け
た
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
「
あ
ま
り
ん
」
は
全
体
の
平
均
糖

度
が
12
・
７
度
、
上
位
の
品
は
15
度
以
上
に
達
す

る
な
ど
レ
ベ
ル
の
高
い
競
争
と
な
り
ま
し
た
。

　
食
味
会
後
に
は
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
尾

田
秀
樹
担
当
部
長
か
ら
「
暖
候
期
の
い
ち
ご
栽
培

管
理
に
つ
い
て
」
の
講
義
が
開
か
れ
、
生
産
者
と

の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
６
日
、
本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
埼
玉
県
産
ブ
ラ
ン

ド
い
ち
ご
「
あ
ま
り
ん
」
の
目
揃
え
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
ま
り
ん
」
の
Ｊ
Ａ
を
通
し
て
の
市
場
出
荷
が
始
ま
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
昨
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で

２
度
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
本
庄
地
区
の
「
あ
ま
り
ん
」
生
産
者
３
名
と
全
農
さ
い
た
ま
、

市
場
関
係
者
ら
が
参
加
し
た
今
回
の
目
揃
え
会
で
は
市
場
ま
で

輸
送
さ
れ
る
過
程
で
、
品
物
に
傷
が
つ
い
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
な

ど
、
い
ち
ご
な
ら
で
は
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

春
き
ゅ
う
り
の
出
荷
に
合
わ
せ
て

　
選
果
場
が
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
（
本
庄
・
児
玉
地
区
）

目揃え会の様子

あ
ま
り
ん
の
目
揃
え
会
を
開
催
（
本
庄
地
区
）

　

春
き
ゅ
う
り
の
出
荷
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
２
月
14
日
か
ら
児
玉

地
区
の
ひ
び
き
の
南
部
選
果
場
が
、
３
月
５
日
か
ら
本
庄
地
区
選
果

場
が
そ
れ
ぞ
れ
稼
働
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
選
果
場
は
生
産
者
か
ら
な

る
出
荷
組
合
が
Ｊ
Ａ
と
協

力
し
て
立
ち
上
げ
た
施
設

で
、
機
械
に
よ
っ
て
等
級
ご

と
の
選
別
さ
れ
た
き
ゅ
う
り

を
、
従
業
員
が
箱
詰
め
し
て

市
場
へ
出
荷
し
ま
す
。

　
両
選
果
場
で
の
春
シ
ー
ズ

ン
中
の
出
荷
数
量
は
、
最
盛

期
に
は
日
量
約
６
、０
０
０

ケ
ー
ス（
１
ケ
ー
ス
５
キ
ロ
）

に
及
び
、
手
間
の
か
か
る
選

別
・
箱
詰
め
作
業
を
担
う
こ

と
で
、
生
産
者
の
作
業
負
担

の
軽
減
と
生
産
物
の
品
質
の

向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

本庄地区選果場 ひびきの南部選果場

あ
ま
り
ん
の
食
味
向
上
に
向
け
た
研
修
会
が

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

食味会の様子
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２
月
12
日
、
本
庄
地
区
青
年
部
（
小
暮
直
樹
部
長
）
が
本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
勉
強

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
青
年
部
は
部
員
の
栽
培
技
術
の
向
上
を
目
的
に
定

期
的
に
メ
ー
カ
ー
関
係
者
ら
を
講
師
と
し
た
勉
強
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
月
の
農
閑
期
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
今
回
の
勉
強

会
で
は
ブ
イ
エ
ス
科
工
㈱
の
関
係
者
を
招
い
て
「
微
生

物
に
よ
る
土
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
習
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
同
青
年
部
の
小
暮
直
樹
部
長
は
「
異
常
気
象
、
天
候

不
順
で
難
し
い
栽
培
環
境
が
続
く
中
、
少
し
で
も
多
く

の
知
識
を
持
ち
帰
っ
て
明
日
の
農
業
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
お
話
し
し
ま
し
た
。

　
２
月
６
日
、
上
里
町
の
「
割
烹 

小
菊
」
に
て

埼
玉
ひ
び
き
の
連
合
青
年
部
（
城
雅
行
部
長
）

と
Ｊ
Ａ
常
勤
役
職
員
が
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
連
合
青
年
部
側
か
ら
は
農
業
資
材
の
価
格
高

騰
に
対
す
る
対
策
や
、
Ｊ
Ａ
事
業
所
に
お
け
る

職
員
の
人
員
配
置
か
ら
農
業
後
継
者
の
問
題
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
事
前
に
提
出
さ
れ
、

そ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
対
し
て
常
勤
役
員
か

ら
回
答
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
意
見
交
換
会
で
は
連
合
青
年
部
役
員

か
ら
事
前
質
問
以
外
に
も
様
々
な
意
見
・
要
望

が
出
さ
れ
、
地
域
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
、
ボ
ー
ト
ピ
ア
戸
田
で
開
催

さ
れ
た
「
本
庄
市
物
産
展
」
に
Ｊ
Ａ
と
本

庄
市
観
光
協
会
が
出
店
し
ま
し
た
。

　

当
日
設
置
さ
れ
た
「
本
庄
野
菜
コ
ー

ナ
ー
」
で
本
庄
産
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
胡

瓜
な
ど
の
野
菜
を
販
売
す
る
と
と
も
に
産

地
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。

　
鮮
度
の
良
い
本
庄
産

の
野
菜
は
ボ
ー
ト
ピ
ア

の
来
場
者
に
も
大
変
好

評
で
し
た
。

連
合
青
年
部
と
Ｊ
Ａ
常
勤
役
職
員
が

　
　
　
　
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

ボ
ー
ト
ピ
ア
戸
田
で
地
元
野
菜
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
販
売
し
ま
し
た

意見交換会の様子

野菜販売コーナーの様子

本
庄
地
区
青
年
部
が
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た

勉強会の様子

j
j

j
j

j
j

j
j

j
j

j
j

j
j

j
j

j
j

j
j

j
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小
学
校
へ
横
断
旗
と
雨
傘
を
寄
贈
し
ま
し
た

　
３
月
２
日
、Ｊ
Ａ
本
店
「
ひ
び
き
の
ホ
ー
ル
」

に
て
児
玉
郡
市
の
小
学
校
を
対
象
と
し
た
横
断

旗
と
雨
傘
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
が
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
取
り
組
み
で
管
内
１
市
３
町
全
て

の
小
学
校
へ
、
登
下
校
中
の
児
童
の
安
全
を
守

る
横
断
旗
９
３
０
本
と
、
雨
傘
５
１
０
本
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
五
十
嵐
雅
樹
組
合
長
は
「
地
域
に
根

差
し
た
企
業
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守

る
こ
と
は
最
重
要
課
題
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

他
に
も
Ｊ
Ａ
と
し
て
お
役
立
て
る
こ
と
が
あ
れ

ば
尽
力
し
た
い
」
と
お
話
し
し
ま
し
た
。

寄贈式の様子

jjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjj
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　２月17日、埼玉ひびきの連合女
性部（根本孝代部長）が日帰り研修
旅行を開催しました。参加者の皆さ
んは午前中にＪＡ邑楽館林の「でんえんマル
シェ」を見学。午後は埼玉県加須市「むさし
の村」で開催された「令和７年度女性セミ
ナー」に参加しました。セミナーではお笑い
芸人によるものまねショーや健康体操インス
トラクターの矢伏真理さんによる健康セミ
ナーが行われました。

　２月18日、ＪＡ本店の調理室にて「家
の光クラブ」を開催しました。４回目の開
催となる今回は19名の会員が参加しまし
た。もち麦ご飯を主食に「トマトと卵スー
プ」や「コクうま回鍋肉」、「きゅうりと長
ねぎのお手軽中華和え」といった美味しくかつヘル
シーなおかずと、デザートに草餅・桜餅を作りました。

　３月11日、JA本店の調理室にてフレッ
シュミズ部会（冨田典子部会長）が料理
教室を開催しました。部会員の杉亜希子
さんを講師とした今回は「ミックスピザ」
と「鶏肉のクリーム煮」を調理しました。

「ミックスピザ」は米粉を使用して生地から作り、
家庭で作りやすいようにアレンジ方法も教わりまし
た。具はコーンやベーコン、チーズなど参加者がそ
れぞれ好きな具を入れて楽しく調理しました。
　また、きのこたっぷりの「鶏肉のクリーム煮」も

家庭で簡単
に作れるよ
うに工夫さ
れていて、
とても美味
しく出来上
がりました。

　２月３日、埼玉ひびきの連合女性部（根本孝代
部長）とＪＡ常勤役員との意見交換会がＪＡ本店
の会議室にて行われました。開催にあたってＪＡ
の五十嵐雅樹組合長は「女性部の活動を支援することは
“地域社会の発展に貢献する”というＪＡの経営理念に通じ
ることだと考えている。女性部とＪＡがお互いに良い方向
に進むためにもこのような場で忌憚なく意見を出していた
だきたい」とお話ししました。
　意見交換会ではＪＡの各事業に対する率直な意見が述べ
られるとともに、女性部活動の充実と課題となっている若
年層をはじめとした新規部員の獲得のための支援や相互の
連携強化を
求める要望
などが出さ
れました。

意見交換会の様子セミナーに参加した連合女性部の皆さん

フレッシュミズ部会 料理教室
～ミックスピザと鶏肉のクリーム煮に挑戦～

◀�和菓子作りに取り
組む皆さん

美味しいお料理が
出来上がりました▶

料理教室の様子

第４回家の光クラブを開催
～回鍋肉と和菓子作りに挑戦しました～

連合女性部と常勤役員との
意見交換会を開催しました

連合女性部が日帰り研修旅行を開催
～女性セミナーに参加しました～
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　２月６日、美里町コミュニティーセン
ターにて美里地区女性部（根本孝代部長）
がキムチ作り教室を開催しました。根本部
長を講師として、部員の皆さんはキムチの

素を作ると
ころからはじめ、出
来上がったキムチの
素を使って白菜キム
チを作りました。キ
ムチの素はきゅうり
やチャーハンなどに
も使えるそうで、参
加者は和気あいあい
と作られていました。

　１月23日、ＪＡ本店調理室にて本庄地
区女性部（金井清子部長）が漬物作り教室
を開催しました。厚生産業㈱の成瀬様を講
師として、エーコープやべジレンドの漬物
の素を使用した米麹のべったら漬けや、白

菜や大根のべった
ら漬け作りに挑戦
しました。

キムチ作り教室の様子

漬物作り教室の様子

▶

ちゃれんじ教室での
　味噌作りの様子

▲�上里地区女性部の
味噌作りの様子

　３月５日、児玉地区女性部（杉山ヨシ子
部長）がＪＡ南部営農経済センターの児玉
ライスセンターにてガーデニング教室を開
催しました。今回は本庄市児玉のソルフ
ロース様を講師として、色とりどりの花を
飾ったコンテナガーデンを完成させました。

　２月23日から３月11日までの間に上里
地区女性部（大塚眞智子部長）が味噌作
り教室を開催しました。また、３月17日
から19日の間には一般募集を行い「ちゃ
れんじ教室《味噌作り》」を開催しました。
教室で作られる味噌は地元の原材料を使った完全無
添加のもので、３日間の
工程で味噌を仕込み、そ
の後は各家庭で秋頃まで
保管します。毎年参加す
る方も多く、参加者は出
来上がりを今から楽しみ
にしていました。

ガーデニング教室
の様子

児玉地区女性部がガーデニング教室を開催

美里地区女性部 キムチ作り教室本庄地区女性部が漬物作り教室を開催

恒例の味噌作りが開催されました
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農作業安全に努めましょう！

　

令
和
7
年
の
埼
玉
県
の
農
作
業
事
故
件
数
は
８
件
、

う
ち
死
亡
事
故
が
２
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
と
比

較
す
る
と
事
故
発
生
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
農
作
業
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
統
計
で
は
、
い

ま
だ
農
作
業
事
故
件

数
、
死
亡
者
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
近
年
の
酷
暑
に
よ

る
熱
中
症
、
暑
さ
に
よ

り
判
断
ミ
ス
等
が
発
生

し
、
高
温
期
の
農
機
事

故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
事
故
を
起
こ

さ
な
い
た
め
、
作
業
前

に
機
械
作
業
等
に
対
応

し
た
安
全
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

農
作
業
安
全
チ
ェ
ッ
ク
①

～
熱
中
症
～

　
気
温
が
高
い
時
期
に
野
外
作
業
を
行
う
際
は
、
通
気

性
の
良
い
服
装
を
着
用
し
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
休

憩
を
行
う
。

　
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
発
表
時
は
外
出
を
控
え
、

暑
さ
を
避
け
る
。

　
め
ま
い
や
筋
肉
の
け
い
れ
ん
等
の
熱
中
症
の
症
状
が

出
た
場
合
は
、
直
ち
に
涼
し
い
場
所
へ
の
移
動
、
水
分

補
給
、
体
を
冷
や
し
、
体
力
回
復
に
努
め
る
。
症
状
が

ひ
ど
い
場
合
は
、
医
療
機
関
の
受
診
・
救
急
車
を
呼
ぶ

な
ど
の
対
応
を
す
る
。

農
作
業
安
全
チ
ェ
ッ
ク
②

～
機
械
全
般
～

　
機
械
の
調
整
・
清
掃
を
行
う
際
は
、
原
則
エ
ン
ジ
ン
を

切
り
、
作
業
を
行
う
。
や
む
を
得
ず
動
い
て
い
る
機
械
に

手
を
近
づ
け
る
際
は
、
手
袋
を
着
用
せ
ず
、
ひ
も
や
裾
な

ど
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
服
装
で
行
う
。
機
械
の
回
転
部
が

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
機
械
を
更
新
、
安
全
装
置
の
後

付
け
を
検
討
す
る
。

　
作
業
補
助
者
は
機
械
の
停
止
を
確
認
し
て
か
ら
近
づ
く

こ
と
。

農
作
業
安
全
チ
ェ
ッ
ク
③

～
乗
用
ト
ラ
ク
タ
～

　
ト
ラ
ク
タ
を
使
用
す
る
際
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
装
着
し
、
安
全
フ
レ
ー
ム
を
し
っ
か
り
立
て
た

状
態
で
走
行
す
る
。
道
路
上
の
危
険
箇
所
を
確
認
、
目
印

を
あ
ら
か
じ
め
立
て
る
な
ど
対
策
を
行
う
。

　
ほ
場
を
退
出
す
る
際
は
ブ
レ
ー
キ
が
連
結
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
し
て
か
ら
退
出
し
、
注
意
し
な
が
ら
走
行
す
る
。

農
作
業
安
全
チ
ェ
ッ
ク
④

～
農
薬
使
用
～

　
農
薬
の
登
録
情
報
を
確
認
し
、
使
用
基
準
に
沿
っ
て
使

用
す
る
。
マ
ス
ク
や
眼
鏡
を
着
用
し
、
天
候
や
風
向
き
を

確
認
し
、
農
薬
の
飛
散
防
止
に
努
め
、
農
薬
暴
露
を
防
ぐ
。

農
薬
を
希
釈
す
る
際
は
使
い
切
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
へ

移
し
替
え
て
の
保
存
は
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
使
用
記
録

の
記
帳
を
行
う
こ
と
。

　
日
頃
か
ら
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な

い
場
合
は
作
業
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
作
業
は
で

き
る
限
り
複
数
人
で
行
い
、
一
人

で
作
業
す
る
際
は
作
業
予
定
な
ど

を
家
族
に
伝
え
る
な
ど
し
、
リ
ス

ク
に
備
え
た
作
業
、
対
策
を
行
い
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

29 31
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「こういった場合はどうなの？」など、皆さまからのご質問（具体的でなくて結構です）にもお答えいたします。
別添のクイズ解答用紙にご質問内容をご記入いただきお送りください。

ＪＡ埼玉ひびきの 顧問弁護士　長 島 佑 享ＪＡ埼玉ひびきの 顧問弁護士　長 島 佑 享
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無断駐車の警告の張り紙のとおり払うのか？
相場料金を損害賠償として払う

共有者の反対等で外壁の塗り替え工事ができない？
裁判所の決定を得ればできる

　知人方に車で行きましたが、近くに時間貸駐車場が無かったので、「監視
カメラ作動中！無断駐車は１時間94万６千円」と入口に張り紙された月極

駐車場に、つい駐車してしまいました。
　１時間後に戻ると、「張り紙があるのだから94万６千円、更に慰謝料150万円を払え」
と言われました。周辺の時間貸し駐車場料金の相場は、15分当たり300円～400円位で
す。高い方で計算して1600円を払うだけでは、ダメですか。

　

ま
ず
、
あ
な
た
が
張
り
紙
を
見

て
停
め
た
こ
と
で
、
あ
な
た
と
地

主
と
の
間
で
１
時
間
94
万
６
千
円

の
時
間
貸
駐
車
契
約
が
成
立
し
た

か
（
張
り
紙
が
契
約
の
申
込
で
、

駐
車
行
為
が
契
約
の
承
諾
と
し
て
合
意
さ
れ
た

の
か
）
で
す
が
、
本
件
駐
車
場
は
一
見
し
て
月

極
で
あ
り
、
時
間
貸
用
の
施
設
を
備
え
て
い
な

い
よ
う
で
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
張
り
紙
だ
け
で
は
、
時
間
貸

し
駐
車
場
契
約
の
申
込
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ

う
。

　

つ
ま
り
、
張
り
紙
を
見
て
本
件
駐
車
場
に
停

め
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
あ
な

た
と
地
主
と
の
間
で
１
時
間
94
万
６
千
円
と
い

う
時
間
貸
し
駐
車
契
約
は
成
立
し
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
あ
な
た
は
、
１
時
間
程

度
、
駐
車
区
画
を
占
拠
し
て
、
地
主
の
土
地
所

有
権
を
侵
害
し
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
あ
な
た
を
加
害
者
、
地
主
を
被
害

者
と
す
る
不
法
行
為
が
成
立
し
、
あ
な
た
は
、

地
主
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
義
務
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

賠
償
す
る
べ
き
額
は
、
地
主
が
被
っ
た
実
損

害
と
な
り
ま
す
。

　

駐
車
場
の
１
区
画
を
１
時
間
占
拠
さ
れ
た
損

害
を
、
周
辺
の
時
間
貸
し
駐
車
場
料
金
の
相
場

を
参
考
に
し
て
判
断
す
る
と
、
相
場
が
15
分
当

た
り
３
０
０
～
４
０
０
円
位
で
あ
れ
ば
、
損
害

は
１
２
０
０
～
１
６
０
０
円
位
に
な
る
で
し
ょ

う
。

　

な
お
、
こ
の
実
損
害
の
ほ
か
に
、
地
主
に
精

神
的
損
害
が
生
じ
る
と
は
い
え
ず
、
慰
謝
料
の

支
払
い
義
務
は
無
い
で
し
ょ
う
（
東
京
地
裁
令

和
３
年
９
月
29
日
判
決
）。

Ｑ1

　私Aは、妻B、弟CとDとで、各４分の１の持分価格割合で共有する建物
にBと暮らしています。私とBは建物が老朽化し見てくれが悪いので、外壁

全面の塗り替え工事をしたいのですが、不仲のCは「俺が反対すれば共有物だから変更
できない」と言い張り、遠くに住むDは手紙で聞いても返事もくれません。私とBの２
人の賛成で共有建物の外壁塗り替え工事ができる方法はありますか？

　
か
つ
て
の
民
法
は
、
共
有
物
の

変
更
に
は
常
に
共
有
者
全
員
の
同

意
が
必
要
の
よ
う
な
書
き
方
で
し

た
。
し
か
し
、
令
和
５
年
４
月
施

行
の
改
正
に
よ
り
、
共
有
物
の
形

状
又
は
効
用
の
著
し
い
変
更
を
伴
わ
な
い
場

合
（
軽
微
変
更
）
で
あ
れ
ば
、
全
員
の
同
意
が

不
要
と
な
り
（
２
５
１
条
１
項
）、
持
分
価
格

の
過
半
数
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
２
５
２
条
１
項
）。
建
物
の
外
壁
塗
り
替
え
工

事
は
、
こ
の
軽
微
変
更
に
当
た
り
、
過
半
数
の

同
意
が
あ
れ
ば
足
り
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
持
分
価
格
の
過
半
数
の
計
算
方
法
に

つ
い
て
も
、
一
定
の
期
間
を
定
め
て
賛
否
の
回

答
を
求
め
た
の
に
対
し
、
賛
否
を
明
ら
か
に
し

な
い
共
有
者
は
除
い
て
し
ま
い
、
残
り
の
共
有

者
の
持
分
価
格
の
過
半
数
で
決
め
ら
れ
る
裁
判

手
続
が
で
き
ま
し
た
（
民
法
２
５
２
条
２
項
２

号
）。

　
本
件
で
は
、
A
が
、
D
に
対
し
、
外
壁
の
塗

り
替
え
工
事
へ
の
賛
否
を
２
週
間
程
度
の
期
間

内
に
回
答
す
る
よ
う
催
告
し
、
D
が
不
回
答
な

ら
、
A
は
、
共
有
建
物
の
所
在
場
所
を
管
轄

す
る
地
裁
に
、
D
を
除
く
共
有
者
（
A
、
B
、

C
）
の
持
分
価
格
の
過
半
数
で
工
事
で
き
る
、

と
決
定
し
て
ほ
し
い
と
申
し
立
て
ま
す
。

　
地
裁
は
、
改
め
て
D
に
対
し
、
１
か
月
以
上

の
期
間
を
定
め
て
、
こ
の
工
事
の
賛
否
を
求
め

る
通
知
を
し
、
そ
れ
で
も
D
が
賛
否
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
、
A
の
求
め
た
と
お
り
決
定
し

ま
す
（
非
訟
事
件
手
続
法
85
条
）。
こ
の
決
定

が
あ
れ
ば
、
A
と
B
だ
け
で
３
分
の
２
の
過
半

数
と
な
り
、
外
壁
の
塗
り
替
え
工
事
が
で
き
ま

す
。

Ｑ2

　Ａ2

Ａ1
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　４月から新たに６名がＪＡ職員として仲間入りしました。
　組合員の皆さまを始め、ご利用の皆さま、地域の皆さまのお役に立てるよう
精一杯努力してまいりますので、温かい応援をよろしくお願い申し上げます。

これがわたしの
キャッチフレーズ‼
それぞれの思いがこもっています

お見かけした際は
ぜひお声をかけてください

営
農
経
済
部 

営
農
販
売
課 

係

上
里
支
店 

係

竹
たけむら
村　こころ

中
なか
澤
ざわ
　美

み さ き
咲

信
用
共
済
部 

資
金
運
用
課 

係

神
川
支
店 

係
（
総
合
渉
外
）

信
用
共
済
部 

貯
金
為
替
課 

係

射
い て
手　大

ひ ろ む
夢

信
のぶさわ
澤　邦

くにしろ
城

児
玉
支
店 

係

石
いしかわ
川　裕

ひろゆき
之

久
く ぼ き
保木　綾

あ や こ
子
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◀
令
和
８
年
４
月
１
日
付

氏　

名

新　
　
　
　

任

旧　
　
　
　

任

氏　

名

新　
　
　
　

任

旧　
　
　
　

任

◀
令
和
８
年
４
月
１
日
付

森　

会
里
子

櫻
澤　

梨
絵

坂
本　

千
秋

横
堀　

由
佳

荒
木　

裕
子

南　
　

翔
大

鈴
木　

淳
一

小
河　

美
紅

渋
澤　

侑
也

関
谷
友
花
里

伊
藤　

愛
莉

茂
木　

紀
子

小
島　
　

勝

山
口　

美
保

橘　
　

貴
大

戸
矢　

幸
男

根
岸　

一
帆

総
務
部　

企
画
総
務
課　

主
任

総
務
部　

企
画
総
務
課
付　

係
長

総
務
部　

企
画
総
務
課
付　

主
任

信
用
共
済
部　

貯
金
為
替
課　

次
長
心
得

信
用
共
済
部　

資
金
運
用
課　

次
長

信
用
共
済
部　

資
金
運
用
課　

係
長

信
用
共
済
部　

普
及
保
全
課　

次
長

信
用
共
済
部　

普
及
保
全
課　

主
任

営
農
経
済
部　

営
農
支
援
課　

主
任
（
Т
Ａ
Ｃ
）

営
農
経
済
部　

営
農
支
援
課　

係
（
Т
Ａ
Ｃ
）

営
農
経
済
部　

営
農
支
援
課　

係

営
農
経
済
部　

直
販
課　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
次
長
）

営
農
経
済
部　

直
販
課　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
係
長
）

営
農
経
済
部　

直
販
課　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
主
任
）

営
農
経
済
部　

く
ら
し
の
相
談
課　

係
長

営
農
経
済
部　

農
機
自
動
車
セ
ン
タ
ー　

次
長
心
得

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

次
長
心
得

総
務
部　

企
画
総
務
課　

係

美
里
支
店　

係
長

営
農
経
済
部　

直
販
課　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
主
任
）

信
用
共
済
部　

貯
金
為
替
課　

係
長

児
玉
支
店　

次
長

信
用
共
済
部　

資
金
運
用
課　

主
任

信
用
共
済
部　

貯
金
為
替
課　

次
長

信
用
共
済
部　

普
及
保
全
課　

係

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

主
任

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係

営
農
経
済
部　

営
農
販
売
課　

係

営
農
経
済
部　

直
販
課  

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
次
長
心
得
）

本
庄
南
支
店　

係
長

神
川
支
店　

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
主
任
）

本
庄
北
支
店　

係
長

営
農
経
済
部　

農
機
自
動
車
セ
ン
タ
ー　

係
長

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係
長

関
根　

夏
奈

飯
島
紳
之
介

高
山　

怜
生

清
水　

祐
樹

杉　

亜
希
子

大
橋　

史
典

麻
川　

優
香

山
﨑　

珠
枝

髙
山　

鈴
香

幡
谷　

悠
里

清
水　

祐
斗

五
十
嵐
三
明

天
野　

沙
耶

吉
野　

優
樹

小
野
塚
則
夫

戸
塚　

美
紀

四
方
田
泰
志

営
農
経
済
部　

営
農
支
援
課　

主
任

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係

信
用
共
済
部　

普
及
保
全
課　

次
長

上
里
支
店　

係
長

営
農
経
済
部　

直
販
課　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
主
任
）

上
里
支
店　

係

本
庄
北
支
店　

主
任
（
総
合
渉
外
）

神
川
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

児
玉
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

本
庄
北
支
店　

係

本
庄
南
支
店　

次
長
心
得

美
里
支
店　

主
任

本
庄
北
支
店　

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
主
任
）

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

次
長
（
選
果
場
担
当
）

営
農
経
済
部　

営
農
支
援
課　

主
任
（
Т
Ａ
Ｃ
）

営
農
経
済
部　

く
ら
し
の
相
談
課　

係
長

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

主
任

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

主
任

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係

本
庄
北
支
店　

次
長

本
庄
北
支
店　

係
長

本
庄
北
支
店　

主
任

本
庄
北
支
店　

主
任

本
庄
北
支
店　

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
主
任
）

本
庄
北
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

本
庄
北
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

本
庄
北
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

本
庄
南
支
店　

次
長

本
庄
南
支
店　

係
長

本
庄
南
支
店 

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
主
任
）

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

次
長

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

主
任

上
里
支
店　

係
長
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◀
令
和
８
年
４
月
１
日
付

氏　

名

新　
　
　
　

任

旧　
　
　
　

任

右
記
６
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、
退
職
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
た
め
農
協
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◀
令
和
８
年
４
月
１
日
付 

新
採
用
職
員

氏　

名

試
用
期
間
中
（
３
か
月
）
の
配
属
先　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
木
綾
子

射
手　

大
夢

中
澤　

美
咲

竹
村
こ
こ
ろ

石
川　

裕
之

信
澤　

邦
城

信
用
共
済
部　

貯
金
為
替
課　

係
（
試
用
期
間
）

信
用
共
済
部　

資
金
運
用
課　

係
（
試
用
期
間
）

営
農
経
済
部　

営
農
販
売
課　

係
（
試
用
期
間
）

上
里
支
店　

係
（
試
用
期
間
）

児
玉
支
店　

係
（
試
用
期
間
）

神
川
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）（
試
用
期
間
）

◆
令
和
８
年
３
月
31
日
付 

退
職
者

氏　

名

旧　
　
　
　

任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

智
行

倉
野
内
勝
利

齋
藤　

由
稀

中
村　

彩
美

多
田
美
沙
希

伊
藤　

春
香

営
農
経
済
部　

農
機
自
動
車
セ
ン
タ
ー
次
長

総
務
部　

企
画
総
務
課
付　

課
長

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係

本
庄
北
支
店　

主
任
（
総
合
渉
外
）

本
庄
北
支
店　

主
任
（
総
合
渉
外
）

上
里
支
店　

主
任

島
田　

拓
磨

倉
林　

瑞
宝

福
田　

俊
祐

髙
田　

洋
輔

真
塩　

幸
秀

田
端
み
ず
ほ

佐
藤　

菜
摘

山
本
美
恵
子

中
山
ひ
と
み

山
村　

隼
人

井
上　
　

史

倉
本　

悦
光

小
川　

知
花

田
中　

規
博

永
尾　

貴
則

小
暮　
　

智

今
井　

秀
行

林　
　

智
行

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係
長

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

主
任
（
選
果
場
担
当
）

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係
（
選
果
場
担
当
）

美
里
支
店　

次
長

美
里
支
店　

主
任

美
里
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

児
玉
支
店　

次
長

児
玉
支
店　

主
任

児
玉
支
店　

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
主
任
）

神
川
支
店　

支
店
長

神
川
支
店　

次
長

神
川
支
店　

主
任

神
川
支
店　

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
係
長
）

監
査
室　

嘱
託

営
農
経
済
部　

直
販
課　

嘱
託

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

嘱
託

営
農
経
済
部　

農
機
自
動
車
セ
ン
タ
ー　

嘱
託

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係
長

美
里
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係
（
選
果
場
担
当
）

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係

美
里
支
店　

次
長
心
得

本
庄
南
支
店　

主
任

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係

神
川
支
店　

支
店
長

本
庄
北
支
店　

主
任

本
庄
南
支
店　

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
主
任
）

本
庄
北
支
店　

次
長

神
川
支
店　

次
長
心
得

神
川
支
店　

係

児
玉
支
店　

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
主
任
）

信
用
共
済
部　

貯
金
為
替
課　

嘱
託
（
相
続
・
年
金
相
談
員
）

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

嘱
託

営
農
経
済
部　

営
農
支
援
課　

嘱
託
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）

再
雇
用
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埼玉北部土地改良区連合 九郷阿保領用水土地改良区
美児沢用水土地改良区 上里幹線土地改良区
神川町土地改良区 金屋土地改良区

埼玉県本庄農林振興センター彩の国
埼玉県

埼玉県のマスコット「コバトン」
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6
2025
No.228

URL : https://www.ja-hibikino.jp/

２００号

10
2024
No.224

URL : https://www.ja-hibikino.jp/

２００号

　日頃より、広報誌「ひびきの」をご愛読いただきありがとうございます。
　このたび、「令和７年度JAグループさいたま広報誌コンクール」において、広報
誌「ひびきの」2024年10月号・2025年６月号が奨励賞を受賞いたしましたので、
お知らせいたします。コンクールの詳細につきましては、「ＪＡ埼玉ひびきの」のホー
ムページに掲載しております。受賞した他のＪＡの広報誌や写真も載っていますの
で、ぜひご覧ください。
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＊イラスト・コメントを掲載させていただいた方には、
　ＪＡ商品券をプレゼントいたします。

今月のテーマ

春
はる

爛
らん

漫
まん

　

ひ
び
き
の
通
信
で
は
、
季
節
ご
と
に

テ
ー
マ
を
考
え
て
、
皆
様
か
ら
の
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
広
報
誌
や
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
感
想
や
、
テ
ー
マ
以
外
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
や
ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て

は
ク
イ
ズ
解
答
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
原
則
こ
ち
ら
で
お
預
か
り

し
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
返
却
希

望
の
方
は
そ
の
旨
お
書
き
く
だ
さ
い
。

＊
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

の
で
、
き
れ
い
に
描
け
た
イ
ラ
ス
ト

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
な
く
原
本
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

「梅雨」
　今年も暑い天気が続くよう
で、以前は好きではなかった
雨のありがたみを感じます。
恵みの雨が降ってくれると良
いですね。梅雨をテーマとし
た皆様からのご投稿をお待ち
しております。

●６月号のテーマ●

あかりさん
編 春らしい華やかさに溢れたイラストをありがとうござ
います。見ているだけで元気が出てきますね。

★
近
年
、
多
く
の
場
所
で
見
か
け
る
様
に

な
っ
た
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
フ
ラ
メ
ン
コ
は
露

地
で
も
プ
ラ
ン
タ
ー
で
も
満
開
に
咲
き
ほ

こ
る
ピ
ン
ク
の
花
で
す
。
我
家
の
庭
に
も

種
が
落
ち
て
、
毎
年
ピ
ン
ク
の
花
が
咲
い

て
く
れ
ま
す
。�

き
ょ
う
ち
ゃ
ん
さ
ん

　

 

春
に
良
く
似
合
う
と
て
も
き
れ
い
な

花
で
す
ね
。
桜
の
花
と
は
ま
た
違
っ
た
良

さ
が
あ
り
ま
す
ね
。

編

　

 
ま
る
い
お
山
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。

ひ
と
も
他
の
生
き
物
た
ち
も
暖
か
い
春
の

訪
れ
を
喜
ん
で
い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
ね
。

編
　

 

小
学
生
の
ひ
ま
わ
り
さ
ん
か
ら
も
春

の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
素
敵
な
イ
ラ

ス
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
き
れ
い
に
色

づ
く
自
然
を
見
る
と
わ
く
わ
く
し
て
き
ま

す
ね
。

編

　

 

子
ど
も
た
ち
も
ワ
ン
ち
ゃ
ん
も
春
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
ね
。
２
人
を
探
す
お
父

さ
ん
は
大
変
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
も
含
め

て
と
て
も
明
る
い
気
持
ち
に
し
て
く
れ
る

イ
ラ
ス
ト
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

編

ほりてぃんさん

保己一さん ひまわりさん

　

 

猫
さ
ん
た
ち
が
と
て
も
気
持
ち
よ
さ

そ
う
で
す
ね
。
春
の
心
地
よ
い
陽
気
を
満

喫
し
た
く
な
り
ま
す
ね
。

編

いにしえのオタクさん
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出題：ニコリ

応募締切：５月13日㈬必着

応
　
募
　
方
　
法

　
解
答
用
紙
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
答
え
・
住
所
・
氏
名
等
を
ご
記
入
の

上
、
最
寄
り
の
支
店
へ
お
届
け
く
だ
さ

い
。
左
記
住
所
へ
の
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

　
６
月
号
誌
面
に
て
当
選
者
を
発
表
い

た
し
ま
す
。

　
抽
選
で
10
名
様
に
Ｊ
Ａ
商
品
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

本
庄
市
早
稲
田
の
杜
１
︱
14
︱
１　

Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の 

企
画
総
務
課
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号 

０
４
９
５
︱
23
︱
１
７
１
８

⃝

締
め
切
り
は
、
５
月
13
日
㈬
で
す
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
】

　

皆
様
か
ら
の
応
募
等
に
よ
る
個
人
情
報
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
本
誌
へ
の
掲
載
と
商

品
券
発
送
以
外
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

ゴウカク
Ａ B C D２月号の答え

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

☆ヒント☆
桜の花びらが風に舞う様子

❶潮干狩りでよくとれる二枚貝
❸ガソリンは――性の高い液体です
❻海に浮かべて目印にします
❼ゴロゴロゴロ…ピカッ!
❽工事が終わり建物が完成すること
❿相撲を取る人のこと
⓮連載ではありません
⓰伊勢神宮は――と外宮に分かれています
⓲白神山地を象徴する木
⓳トランプのJ、Q、Kのこと
⓴唱歌「春の小川」に出てくる花

タ テ の カ ギ

ヨ コ の カ ギ

❶ナノハナと呼ばれることもあります
❷ ――は流流仕上げを御覧じろ
❸若いメンドリが生んだものには二つ入って
いることも
❹桜が咲く時期ならではのレジャー
❺竿や糸、針を使って楽しみます
❼津軽、関門、ドーバーといえば
❾セロリやミツバは――科の野菜です
⓫うわ、服にコーヒーの――がついちゃった
⓬北口榛花選手の専門種目
⓭お金を入れます。春に買うと「お金で張る」
から縁起がいいそうです
⓯ ――転換しようと散歩に出た
⓰田植えに向けて育てます
⓱酔っぱらって巻く人もいます

２
月
号
当
選
者

お知らせ
公式ホームページからの解答も受付いたします。お問い合わせフォームから「お問い合わせ内容」
欄にクロスワードパズルの答え（匿名希望の場合はペンネームも）を入力し、送信してください。
住所・電話番号は、必ず入力してください。お送りいただいた解答に個別の返信はいたしません。
当選者については、誌面にて発表いたします。

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

（
本
庄
市
）

（
本
庄
市
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
神
川
町
）

（
神
川
町
）

伊
藤
和
江

中
原
雅
明

小
林　

武

い
っ
ち
ゃ
ん

が
ん
ば
る
パ
パ

ひ
ろ
ち
ゃ
ん

メ
ロ
ン
パ
ン

た
え
ち
ゃ
ん

モ
ー
さ
ん

カ
オ
リ
ン
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告

理
事
会
報
告

協
議
事
項

⑴
令
和
８
年
度
内
部
監
査
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑵
令
和
７
年
度
決
算
方
針（
案
）に
つ
い
て

⑶
令
和
８
年
度
事
業
方
針
及
び
計
数
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑷
役
員
報
酬
に
係
る
見
直
し
等（
案
）に
つ
い
て

⑸
令
和
９
年
度
要
員
計
画
の
見
直
し（
案
）に
つ
い
て

⑹
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の
対
応（
案
）に
つ
い
て

⑺
A
L
M
委
員
会
規
程
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

⑻
反
社
・
マ
ネ
ロ
ン
関
連
規
程
の
一
部
変
更（
案
）に

つ
い
て

⑼
個
人
情
情
報
保
護
法
等
に
基
づ
く
公
表
事
項
等
の

一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

⑽
職
員
給
与
に
お
け
る
各
種
規
程
の
一
部
変
更（
案
）

に
つ
い
て

⑾
令
和
７
年
度
決
算
に
係
る
地
区
別
説
明
会
の
開
催

（
案
）に
つ
い
て

⑿
総
代
定
数
の
変
更（
案
）に
つ
い
て

⒀
余
裕
金
運
用
規
程
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

⒁
令
和
８
年
度
余
裕
金
運
用（
案
）に
つ
い
て

⒂
貸
出
金
利
基
準
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

⒃
令
和
８
年
度
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
軽
減
の
考
え

方（
案
）に
つ
い
て

⒄
信
用
事
業
に
お
け
る
各
種
要
項
の
一
部
変
更（
案
）

に
つ
い
て

⒅
当
組
合
理
事
か
ら
の
借
入
申
込（
案
）に
つ
い
て

⒆
組
合
員
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

報
告
事
項

⑴
令
和
７
年
度
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

⑵
令
和
８
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

⑶
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑷
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
内
部
管
理
態
勢
構
築
に
係
る
指
針
に

つ
い
て

⑸
上
里
地
区
農
業
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

⑹
令
和
８
年
度
組
合
員
加
入
方
針
に
つ
い
て

⑺
令
和
７
年
度
２
月
相
談
・
苦
情
定
期
報
告
に
つ
い
て

⑻
仕
組
定
期
預
金
の
対
応
及
び
余
裕
金
運
用
状
況
に

つ
い
て

⑼
令
和
８
年
度
貯
金
部
門
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

⑽
令
和
７
年
度
高
温
対
策
等
園
芸
産
地
育
成
緊
急
支

援
事
業
に
つ
い
て

⑾
㈱
Ｊ
Ａ
ひ
び
き
の
フ
ァ
ー
ム
令
和
７
年
度
事
業
実

績
見
込
及
び
令
和
８
年
度
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑿
令
和
７
年
度
２
月
末
事
業
実
績
等
に
つ
い
て

⒀
そ
の
他

令
和
８
年
度
第
１
回
定
例
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

日 

時
：
令
和
８
年
４
月
28
日
㈫
午
後
１
時
30
分

場 

所
：
本
店　
２
階
役
員
会
議
室

告

理
事
会
報
告

１，６１２億８，６４４万円
２４１億６，５８４万円

２，６６５億８，０６１万円
５４億０，６１２万円
３９億９，３８０万円
２０億４，２４０万円

貯 金 残 高
貸 出 金 残 高
長期共済保有高
販 売 品 取 扱 高
購 買 品 取 扱 高
出 資 金 残 高

　 事業の概要
令和８年２月28日現在

令
和
８
年
３
月
26
日
㈭
開
催

令
和
８
年
２
月
26
日
㈭
開
催

協
議
事
項

⑴
令
和
７
年
度
事
業
実
績
見
込
に
つ
い
て

⑵
身
元
保
証
規
程
及
び
就
業
規
則
の
一
部
変
更

（
案
）に
つ
い
て

⑶
職
制
規
程
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

⑷
①�

有
価
証
券
保
有
に
係
る
今
後
の
対
応
方
針

（
案
）に
つ
い
て

　
②�

令
和
７
年
度
余
裕
金
運
用
計
画
額
お
よ
び
運

用
方
針
の
変
更（
案
）に
つ
い
て

⑸
令
和
６
年
産
出
荷
契
約
米
最
終
精
算（
案
）に
つ

い
て

⑹
組
合
員
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

⑺
期
末
決
算
手
当
に
つ
い
て

報
告
事
項

⑴
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑵
役
員
改
選
に
係
る
地
区
別
説
明
会
開
催
報
告
及

び
正
組
合
員
会
議
に
つ
い
て

⑶
令
和
８
年
度
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
案
）に
つ
い
て

⑷
令
和
７
年
度
１
月
相
談
・
苦
情
定
期
報
告
に
つ

い
て

⑸
１
月
末
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

⑹
令
和
７
年
度
１
月
末
事
業
実
績
等
に
つ
い
て

⑺
そ
の
他

令
和
７
年
度
第
12
回
定
例
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

日 

時
：
令
和
８
年
３
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分

場 

所
：
本
店　
２
階
役
員
会
議
室

５月11日㈪・６月８日㈪
午後1時30分から
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ひ
び

き
の

農
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協
同

組
合

●お問い合わせ先 （株）JAひびきのファーム
TEL：0495-71-5301

（株）ＪＡひびきのファーム 作業受委託一覧

作 業 内 容 作業基準 作業料金 (税込 ) 備　　考

耕
　
起

耕起（１回） 10ａ 8,800 円

耕起（２回） 10ａ 15,400 円

田
植
え

代かき 10ａ 11,000 円

田植え 10ａ 11,000 円

収
穫
作
業

コンバイン（カッター） 10ａ 21,700 円
玉ねぎ（ハーベスター）
運搬作業含む 10ａ 55,000 円

野菜収穫作業 １時間 2,420 円 緊急時のみ対応

除
草 ハンマーモア 10ａ 13,200 円

管
理
作
業

農薬散布（ブーム散布）
＊除草剤散布は除く 10ａ 5,500 円 薬剤は別途　　

農薬散布（ブーム以外） 
＊除草剤散布は除く 10ａ 11,000 円 薬剤は別途　　

マルチ引き 10ａ 18,700 円

畦塗り作業 1 ｍ 121 円
別
途
費
用

農機具（運搬・回送） 1 回 5,500 円

農機具（自走） 1 回 2,200 円

特
記
事
項

※記載の無い作業は要相談。
※�形状・地質・雑草等、条件の悪い農地は委託者と協議の上、50％以内割増とする。
　なお、圃場の条件によりお引き受けできない場合もあります。
※繁忙期にはお引き受けできない場合もあります。

Ｒ8.4月　

令
和

８
年

４
月

　

こ
こ
数
年
は
遅
れ
気
味
だ
っ
た
桜
も
、

今
年
は
例
年
よ
り
ひ
と
足
早
い
開
花
と

な
り
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
は
、
満
開

の
桜
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

４
月
か
ら
新
し
い
環
境
に
身
を
置
か

れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
も
、

誌
面
（
15
～
16
ペ
ー
ジ
）
で
お
知
ら
せ

し
た
通
り
、
６
名
の
新
入
職
員
を
含
め
、

多
く
の
職
員
が
新
た
な
環
境
で
新
年
度

を
迎
え
ま
し
た
。
事
業
所
で
新
し
い
顔

を
お
見
か
け
し
た
際
は
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
誌
面
（
18
ペ
ー
ジ
）
で
お
知

ら
せ
し
た
通
り
、こ
の
た
び
広
報
誌「
ひ

び
き
の
」
が
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
さ
い
た

ま
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
奨

励
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
自
身
も
、
引
き
続
き
広
報
担
当
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
読
者
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
を
第
一
に
、
よ
り
良
い
広

報
誌
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
広
報
誌
「
ひ
び
き
の
」
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
か
ん
た
ろ
う
）


